
第４回

福岡県立山田高等学校跡地利活用推進協議会

平成３０年５月１５日（火）

地域活性推進課 地域活性推進係

資料14

～協議会委員からの質問に対する回答～



日本赤十字病院の移転新築（昭和58年）に係る財源について 資料14

（質問者） 三舩副会長
日赤が現在の場所に建て替わる際、市民
からの寄附、市からの資金提供とは別に、
県からも資金が出たと聞いている。

（回答）
・嘉麻市の山田庁舎文書庫を確認したが関
連文書は確認できなかった。
・福岡県の担当者に問い合わせたが関連
文書は確認できなかった。

（山田市誌 570頁参照）

※「山田市誌」570頁（右写真）に県補助に
関する記載を確認。

・福岡県 ３億円
・山田市 ２億円 （市民からの募金：６千万円を含む）
・日本赤十字社福岡県支部 １億円
・筑前山田赤十字病院 ４億円

総工費１０億円
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福岡県立山田高等学校跡地における地下水に関する調査について 資料14

（質問者） 三舩副会長

地下水の調査に関しては検査に費用がかかるが実施は可能。
既存の井戸等の調査であれば簡易な調査で済むが、ボーリング調査となると多額の費
用を要する。ボーリング調査を実施する際は利活用方法が決定してから検討した方が
良いのではないかと考えられる。

- ２-

当時グラウンド奥にあった井戸の水を飲んだりしていたが今でも地下水は利用出来るの
か？また、地下水の水質の状況はどうなっているのか？

（回答）

公益社団法人日本地下水学会HPより

（近隣井戸利用者の声）

自宅に井戸があり昔は飲み水として利用していた。
現在は野菜の水やりに利用しているくらいである。飲もうと思えば飲めると思う。


